第１０回特定非営利活動法人宮城県認知症グループホーム協議会実践報告会

開　催　要　綱

1、 趣旨

今年、平成３０年４月は「医療・介護・障害」の３事業の報酬改定に加えて、「医療計画」「介護保険事業計画」「障害福祉事業計画」の３計画の見直しが重なる国にとっても、私たち国民にとっても非常に大きな節目の年となりました。また、当協議会は、任意団体から特定非営利活動法人の法人格を取得してから１０年目を迎えたのと同時に、この実践報告会もお陰様を持ちまして１０回目を迎えることになりました。これもひとえに会員皆様と関係する皆々様のご協力とご支援があったからと、心から深く感謝致しております。
さて、今年度の実践報告会は「魅 力」～ Toward 　the　future　with　a　dream　夢をもって未来へ ～をテーマに開催致します。
たとえ「認知症状態になっても、その人らしい生活を支援する」というグループホームの理念を貫き、「その有する能力に応じた自立支援」や「認知症状態にある人の活き活きとした生活」を実現していく為に、私たちは利用者様一人ひとりが望まれる生活について、常に真正面から向き合い、力を注いで来ました。そこで、この実践報告会を通してグループホームの「魅力」とは何かを伝え合い、グループホームで働く私たちが今後も夢とプライドを持って働くことができ、かつ、その魅力を未来へ繋げることができるよう参加者全員で考え、語り合い、認知症グループホームの魅力を発信して行くことを目指します。

2、 [bookmark: _GoBack]テーマ　　「　魅　力　」
[bookmark: _Hlk491950712]　　　　　サブテーマ　～Toward　the　future　with　a　dream　夢をもって未来へ～

3、 期　日　　平成３０年１０月２２日（月）　　　　１０：００～１６：２０

4、 会　場　　名取市文化会館
住所　宮城県名取市増田字柳田５２０
TEL：０２２-３８４-８９００
FAX：０２２-３８４-６６８４

5、 主　催　　特定非営利活動法人宮城県認知症グループホーム協議会

6、 参加人数　１５０名　※一般参加者、他業種参加者含む

7、 参加費　　無　料
　　　　
8、 実践報告　　
　　　　開催テーマ「魅力」につながる内容で自由に報告
　　　　（各ブロックより8事例と会長及び理事より2事例の10事例報告）

9、 ワールドカフェ
　実践報告者を中心にテーブル毎質疑応答及び意見交換

10、 認知症ケア専門士３単位

11、 申込先・お問い合わせ先

　特定非営利活動法人宮城県認知症グループホーム協議会事務局
　　　　　　仙台市太白区大野田4丁目３０-１　
メディケアホーム大野田内
TEL：０２２-３５２-３２５１／FAX：０２２-３５２-３２５５
